
泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
三
五
）

一　

問
題
の
所
在

本
件
は
、
海
外
旅
行
保
険
契
約
、
グ
ル
ー
プ
傷
害
保
険
契
約
、

普
通
傷
害
保
険
契
約
の
被
保
険
者
で
あ
る
Ａ
が
死
亡
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
Ａ
の
両
親
で
あ
る
Ｘ
ら
が
、
保
険
者
で
あ
る
Ｙ
ら
に
対

し
て
死
亡
保
険
金
等
の
支
払
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
Ａ
は
、
テ

レ
ビ
番
組
の
制
作
会
社
の
従
業
員
で
あ
り
、
中
国
で
の
海
外
ロ
ケ

を
行
う
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、
現
地
の
中
国
人
関
係
者
と
の

泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険

者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例

東
京
高
裁
平
成
二
六
年
四
月
一
〇
日
判
決
（
東
京
高
裁
平
成
2
4
（
ネ
）
7
6
5
5
号
、
同

2
5
（
ネ
）
2
8
5
9
号
、
保
険
金
請
求
控
訴
、
承
継
参
加
事
件
）
判
例
時
報
2
2
3
7
号

1
0
9
頁

第
一
審
・
東
京
地
裁
平
成
二
四
年
一
一
月
五
日
判
決
（
平
成
2
3
（
ワ
）
9
7
0
1
号
）
判
例

時
報
2
2
3
7
号
1
1
8
頁

梅　
　

村　
　
　
　
　

悠

判
例
研
究

八
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

（
六
三
六
）

れ
て
い
る
が
）
平
成
2
5
年
最
判
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
上
記

①
に
関
す
る
本
判
決
の
判
示
は
動
か
し
難
い
も
の
と
考
え
ざ
る
を

得
ま
い
。
他
方
、
上
記
②
・
③
は
、
今
後
、
同
種
事
案
が
生
じ
た

場
合
に
参
考
と
な
ろ
う
が
、
②
に
関
す
る
本
判
決
の
理
由
付
け
に

は
検
討
の
余
地
が
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
上
告
審
の
行
方
が

注
目
さ
れ
る
。二　

事
実
の
概
要

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
は
、
放
送
番
組
の
制
作
に
当
た
り
、

そ
の
業
務
の
一
部
を
Ｘ
3
（
放
送
番
組
の
企
画
、
制
作
等
を
目
的

と
す
る
株
式
会
社
）
に
委
託
し
、
Ｘ
3
は
、
さ
ら
に
そ
の
業
務
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
Ｘ
4
（
放
送
番
組
の
企
画
、
制
作
等
を
目
的

と
す
る
株
式
会
社
）
に
再
委
託
し
て
い
た
。
Ａ
は
、
Ｘ
4
に
勤
務

し
、
ロ
ケ
現
場
に
お
け
る
音
声
、
照
明
ス
タ
ッ
フ
等
の
業
務
に
従

事
し
て
い
た
。

Ｘ
4
は
、
平
成
2
0
年
4
月
3
0
日
、
Ｙ
2
（
損
害
保
険
業
等

を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
）
と
の
間
で
、
普
通
傷
害
保
険
契
約

（
保
険
契
約
者：

Ｘ
4
、
被
保
険
者：

Ａ
、
死
亡
保
険
金
受
取

人：
Ｘ
4
、
保
険
期
間：

平
成
2
0
年
5
月
1
4
日
〜
平
成
2
1

年
5
月
1
4
日
、
死
亡
保
険
金
額：

1
0
0
0
万
円
と
す
る
も

宴
席
に
お
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
高
い
「
白
酒
」
に
よ
る
乾

杯
を
繰
り
返
し
、
泥
酔
し
た
後
、
就
寝
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て

窒
息
死
し
た
が
、
Ｙ
ら
は
保
険
事
故
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
と
し

て
、
死
亡
保
険
金
の
支
払
を
拒
絶
し
た
。

第
一
審
で
は
、
①
Ａ
の
死
亡
は
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故

に
よ
る
も
の
か
否
か
が
主
た
る
争
点
と
な
り
、
東
京
地
裁
は
、
外

来
性
・
偶
然
性
お
よ
び
急
激
性
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
さ
れ
る

と
し
て
、
保
険
金
の
請
求
を
認
容
し
た
（
な
お
、
Ａ
の
死
亡
が
就

業
中
の
事
故
に
よ
る
も
の
か
、
お
よ
び
遅
延
損
害
金
の
起
算
点
に

つ
い
て
も
争
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
か
ら
外
す

こ
と
と
す
る
）。
控
訴
審
に
お
い
て
も
、
同
様
に
上
記
①
が
争
わ

れ
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
付
け
は
、
同
審
係

属
中
に
出
さ
れ
た
最
高
裁
判
決
（
最
判
平
成
2
5
年
4
月
1
6
日

裁
判
集
民
事
2
4
3
号
3
1
5
頁
（
以
下
「
平
成
2
5
年
最
判
」

と
す
る
））
に
則
し
た
も
の
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

控
訴
審
で
は
、
②
Ｙ
ら
に
よ
る
疾
病
免
責
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る

か
、
③
Ｙ
ら
に
よ
る
心
神
喪
失
免
責
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
か
が

争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
抗
弁
も
斥
け
ら
れ
て
い

る
。後

述
の
と
お
り
、（
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
呈
さ

八
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泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
三
七
）

2
条
6
号
・
同
傷
害
死
亡
保
険
金
支
払
特
約
条
項
1
条
1
号
、
Ｙ

1
グ
ル
ー
プ
傷
害
保
険
普
通
保
険
約
款
1
条
1
号
2
号
・
1
0
条
、

Ｙ
2
傷
害
保
険
普
通
保
険
約
款
1
条
1
号
2
号
・
5
条
）。
ま
た
、

（
死
亡
）
保
険
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
と
し
て
、
い
ず
れ
の
契
約

に
お
い
て
も
「
被
保
険
者
の
脳
疾
患
、
疾
病
ま
た
は
心
神
喪
失
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
Ｙ
1
海
外
旅
行
普
通
保
険
約
款
傷
害
死
亡

保
険
金
支
払
特
約
条
項
4
条
5
号
、
Ｙ
1
グ
ル
ー
プ
傷
害
保
険
普

通
保
険
約
款
4
条
5
号
、
Ｙ
2
傷
害
保
険
普
通
保
険
約
款
3
条
5

号
）。Ａ

は
、
平
成
2
1
年
4
月
1
日
か
ら
1
0
日
程
度
の
予
定
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
の
制
作
に
際
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
で
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
Ｂ
及
び
カ
メ
ラ
マ
ン
Ｃ
と
、
中
国
で
ロ

ケ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
2
1
年
4
月
8
日
午
後
8
時
半
こ
ろ
か
ら
午
後
1
0
時
こ

ろ
に
か
け
、
Ａ
や
Ｂ
、
Ｃ
と
現
地
の
中
国
人
と
の
間
で
宴
席
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
席
で
Ａ
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
酒
を
大
量
に

飲
ん
だ
（
本
件
宴
席
は
中
国
共
産
党
の
担
当
者
か
ら
提
案
さ
れ
、

Ｂ
は
、
中
国
で
は
返
礼
を
断
る
の
は
失
礼
に
当
た
る
こ
と
や
今
後

の
撮
影
を
許
可
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
共
産
党
の
担
当
者
等
と
の

縁
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
側
ス
タ
ッ
フ
が

の
）
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
Ｘ
3
は
、
平
成
2
1
年
1
月
2
6
日
、

Ｙ
1
（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
本
社
を
有
す
る
外
国
保
険
業
者

で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
外
国
損
害
保
険
業
免
許
を
取
得
し
て
い

る
）
と
の
間
で
、
グ
ル
ー
プ
傷
害
保
険
契
約
（
保
険
契
約
者：

Ｘ

3
、
被
保
険
者：
Ａ
、
死
亡
保
険
金
受
取
人：

Ｘ
3
、
保
険
金：

平
成
2
1
年
4
月
1
日
〜
平
成
2
2
年
4
月
1
日
、
死
亡
保
険
金

額：

2
0
0
0
万
円
と
す
る
も
の
）
を
、
平
成
2
1
年
3
月
2
4

日
、
海
外
旅
行
保
険
契
約
（
保
険
契
約
者：

Ｘ
3
、
被
保
険
者：

Ａ
、
死
亡
保
険
金
受
取
人：

指
定
な
し
、
保
険
期
間：

平
成
2
1

年
4
月
1
日
〜
平
成
2
2
年
3
月
3
1
日
、
死
亡
保
険
金
額
（
傷

害
死
亡
）：

1
億
円
（
疾
病
死
亡
は
3
0
0
0
万
円
）
と
す
る
も

の
）
を
締
結
し
た
。

本
件
各
保
険
契
約
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
保
険
金
の
支
払
事

由
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に

よ
っ
て
そ
の
身
体
に
傷
害
（
身
体
外
部
か
ら
有
毒
ガ
ス
ま
た
は
有

毒
物
質
を
偶
然
か
つ
一
時
に
吸
入
、
吸
収
ま
た
は
摂
取
し
た
と
き

に
急
激
に
生
ず
る
中
毒
症
状
（
継
続
的
に
吸
入
、
吸
収
ま
た
は
摂

取
し
た
結
果
生
ず
る
中
毒
症
状
を
除
く
）
を
含
む
）
を
被
っ
た
こ

と
（
及
び
そ
れ
に
よ
る
直
接
の
結
果
と
し
て
死
亡
し
た
こ
と
）
が

要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
（
Ｙ
1
海
外
旅
行
普
通
保
険
約
款

八
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

（
六
三
八
）

外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
そ
の
身
体
に
傷
害
を
被
っ
た
こ
と
（
及
び

そ
れ
に
よ
る
直
接
の
結
果
と
し
て
死
亡
し
た
こ
と
）
と
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
…
、
こ
こ
に
い
う
外
来
の
事
故
と
は
、
そ
の
文
言
上
、

被
保
険
者
の
身
体
の
外
部
か
ら
の
作
用
に
よ
る
事
故
を
い
う
も
の

と
解
さ
れ
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
一
九
年
七
月
六
日
第
二
小
法
廷

判
決
・
民
集
6
1
巻
5
号
1
9
5
5
頁
参
照
。
以
下
「
外
来
性
の

要
件
」
と
い
う
。）。

そ
し
て
、
当
該
事
故
が
被
保
険
者
の
身
体
の
外
部
か
ら
の
作
用

に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
部
か
ら
の
作

用
と
当
該
事
故
と
の
間
に
条
件
関
係
が
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
当

該
外
部
か
ら
の
作
用
に
よ
り
当
該
事
故
が
生
じ
る
こ
と
が
客
観
的

に
見
て
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
基
準
に
よ
っ

て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

イ　

以
上
の
観
点
か
ら
、
本
件
事
故
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

本
件
認
定
事
実
の
と
お
り
、
本
件
事
故
は
、
Ａ
が
大
量
に
度
数
の

高
い
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
の
大
量
摂
取
と
い
う
身
体
外
部
か
ら
の
作
用

と
、
本
件
事
故
と
の
間
に
は
条
件
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
五
〇
度
を
超
え
る
よ
う
な
酒
を

ス
ト
レ
ー
ト
で
コ
ッ
プ
一
〇
杯
近
く
飲
む
と
い
う
Ａ
の
行
為
か
ら
、

一
人
で
も
欠
け
る
と
失
礼
に
な
る
と
考
え
、
3
名
の
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
件
宴
席
で
、
Ａ

を
含
む
日
本
側
ス
タ
ッ
フ
は
、
多
数
回
乾
杯
を
求
め
ら
れ
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
が
5
0
度
を
超
え
る
よ
う
な
白
酒
を
水
な
ど
で
割
る

こ
と
も
な
く
一
気
に
飲
み
干
し
、
結
局
、
合
計
で
1
0
杯
程
度
の

白
酒
を
飲
ん
だ
）。
そ
し
て
、
翌
9
日
の
朝
に
、
Ｂ
が
ホ
テ
ル
の

自
室
で
死
亡
し
て
い
る
Ａ
を
発
見
し
た
（
検
死
に
当
た
っ
た
中
国

の
医
師
は
、
Ａ
の
死
亡
日
時
を
「
4
月
9
日
午
前
2
時
頃
」、
死

亡
原
因
を
「
飲
酒
後
嘔
吐
物
に
よ
り
食
べ
物
の
逆
流
に
て
窒

息
？
」
と
記
載
し
た
居
民
死
亡
医
学
証
明
書
を
作
成
し
た
）。

Ａ
の
死
亡
に
伴
い
、
Ａ
の
法
定
相
続
人
で
あ
る
Ｘ
1
・
Ｘ
2
は
、

本
件
各
保
険
契
約
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｙ
1
及
び
Ｙ
2
に
対
し

て
保
険
金
の
支
払
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

保
険
事
故
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
と
し
て
、
Ｙ
1
・
Ｙ
2
は
、
保

険
金
の
支
払
を
拒
絶
し
た
。

第
一
審
（
東
京
地
判
平
成
二
四
年
一
一
月
五
日
判
時
2
2
3
7

号
1
1
8
頁
）
は
、
Ａ
の
死
亡
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故

に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

す
な
わ
ち
、
外
来
性
に
つ
い
て
、「
ア　

本
件
各
保
険
契
約
は

い
ず
れ
も
保
険
金
の
支
払
事
由
を
被
保
険
者
が
急
激
か
つ
偶
然
な

八
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泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
三
九
）

あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
Ｙ
ら
は
、
そ
も
そ
も
Ａ
が
上
記
の
吐
瀉

物
の
誤
嚥
に
よ
る
窒
息
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
の
で
は
な
く
、
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
よ
る
呼
吸
麻
痺
等
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
も
の

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
…

し
か
し
、
…
Ａ
が
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
よ
る
呼
吸
停
止
や

心
肺
停
止
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
す
る
Ｙ
ら
の
主
張
を
採
用
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
Ａ
は
、
吐
瀉
物
の
誤
嚥
と
い
う
外
来
の
事
故
に

よ
っ
て
死
亡
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
2
）　

次
に
、
急
激
性
の
要
件
及
び
偶
然
性
の
要
件
に
つ
い
て

検
討
す
る
に
、
前
記
（
1
）
の
と
お
り
、
本
件
最
高
裁
判
決
に
よ

れ
ば
、
Ａ
の
窒
息
を
も
た
ら
し
た
吐
瀉
物
の
誤
嚥
は
外
来
の
事
故

と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
誤
嚥
が
突
発
的
に
発
生
し
た

も
の
で
、
窒
息
と
い
う
傷
害
の
結
果
が
発
生
す
る
ま
で
に
時
間
的

間
隔
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
こ
と
に
つ
き
被
保
険
者
で
あ
る

Ａ
の
故
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
上
記
認
定
の
一
連
の

経
過
に
照
ら
し
、
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ａ
は
、
急
激
か
つ
偶
然
な
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。
…

（
3
）　

よ
っ
て
、
Ａ
の
死
亡
は
、
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事

嘔
吐
中
枢
が
刺
激
さ
れ
嘔
吐
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
く
高
濃
度
の
ア

ル
コ
ー
ル
の
大
量
摂
取
に
よ
り
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
陥
り

意
識
低
下
や
気
道
反
射
の
低
下
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
吐
瀉
物
を

誤
嚥
し
て
し
ま
う
と
い
う
本
件
事
故
が
生
じ
る
こ
と
は
、
客
観
的

に
見
て
、
社
会
通
念
上
相
当
な
も
の
と
評
価
で
き
る
。」
と
し
た

う
え
で
、
偶
然
性
・
急
激
性
の
要
件
も
満
た
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。

そ
し
て
、「
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
は
、
外
来
性
の
要
件
、

偶
然
性
の
要
件
及
び
急
激
性
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
。
そ
し

て
、
嘔
吐
中
枢
が
刺
激
さ
れ
た
た
め
に
Ａ
が
嘔
吐
し
た
と
こ
ろ
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
陥
り
意
識
低
下
な
い
し
気
道
反
射
の
低

下
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

本
件
事
故
か
ら
Ａ
の
窒
息
と
い
う
傷
害
結
果
が
生
じ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。」
と
し
て
、
Ａ
の
死
亡
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の

事
故
に
よ
る
も
の
と
認
め
た
。

三　

判
旨
（
控
訴
棄
却
（
確
定
））

「
二　

争
点
一
（
Ａ
の
死
亡
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故

に
よ
る
も
の
か
）
に
つ
い
て

（
1
）　

ま
ず
、
外
来
性
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
本
件
最
高
裁
判

決
に
照
ら
し
て
も
、
Ａ
の
窒
息
を
も
た
ら
し
た
吐
瀉
物
の
誤
嚥
が

八
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

（
六
四
〇
）

（
2
）　

ま
ず
、
飲
酒
、
す
な
わ
ち
本
件
宴
席
に
お
け
る
高
濃
度

の
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
は
、
被
保
険
者
の
身
体
の
外
部
か
ら
の
作

用
で
あ
る
か
ら
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
つ
い
て
も
、
外
来
の

事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）　

次
に
、
本
件
宴
席
の
開
始
時
刻
が
午
後
八
時
三
〇
分
頃

で
、
午
後
一
〇
時
頃
に
は
Ａ
が
酔
い
つ
ぶ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
本

件
宴
席
が
終
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
Ａ
は
、
約
一
時
間
三
〇
分
の

間
に
高
濃
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
、
本
件
宴
席
が
終
了
す
る

頃
に
は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
状
態
に
陥
っ
て
い
た
も
の
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
認
定
し
た
と

お
り
、
本
件
宴
会
の
前
に
Ｂ
に
対
し
て
酒
を
全
部
は
飲
ま
ず
に
床

に
こ
ぼ
す
よ
う
話
を
し
た
り
、
自
分
自
身
で
も
乾
杯
の
際
に
途
中

か
ら
酒
を
床
に
こ
ぼ
す
な
ど
し
て
、
な
る
べ
く
飲
ま
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
同
人
が
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
状
態
に
な
る
こ
と
を
意
図
し

て
上
記
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を
継
続
し
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
は
、
急
激
か
つ
偶
然
な
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
で
あ
る

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
急
激
性
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
…
時
間
的
間
隔
の

故
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
争
点
一
に
関
す
る

Ｘ
ら
の
主
張
は
理
由
が
あ
る
。」

「
四　

争
点
三
（
疾
病
免
責
の
抗
弁
）
に
つ
い
て

（
1
）　

…
疾
病
と
は
、
海
外
旅
行
保
険
約
款
に
お
い
て
、
急
激

か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
身
体
の
傷
害
以
外
の

身
体
の
傷
害
を
い
う
も
の
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
他
の
本
件
グ

ル
ー
プ
傷
害
保
険
契
約
及
び
本
件
普
通
傷
害
保
険
契
約
に
は
、
こ

れ
に
応
じ
た
定
義
が
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
契
約
の
性

質
に
共
通
す
る
面
が
あ
る
た
め
、
本
件
海
外
旅
行
保
険
契
約
に
お

け
る
も
の
と
同
義
の
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

単
に
「
病
気
」
と
い
う
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。

そ
し
て
、
Ａ
に
つ
い
て
は
、
本
件
認
定
事
実
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
飲
酒
量
や
本
件
宴
席
終
了
時
及
び
そ
の
後
に
呈
し
た
症
状
等
か

ら
し
て
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
状
態
に
陥
っ
た
も
の
と
認
め

て
差
し
支
え
な
い
と
こ
ろ
、
前
記
二
の
事
故
は
こ
の
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、
Ａ
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
が
、
疾
病
、
す
な
わ
ち
急
激
か

つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
身
体
の
傷
害
以
外
の
身

体
の
傷
害
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

八
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泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
四
一
）

る
症
状
を
呈
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
予
見
可
能
性
や
回
避
可
能
性
の
観
点
か
ら
考
察
し

て
も
、
Ａ
に
つ
い
て
、
上
記
の
認
定
を
妨
げ
る
事
情
は
な
い
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）　

そ
う
す
る
と
、
Ａ
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
急
激

か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
身
体
の
傷
害
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
疾
病
に
該
当
せ
ず
、
争
点
三
に
関
す
る
Ｙ

ら
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。

五　

争
点
四
（
心
神
喪
失
免
責
の
抗
弁
）
に
つ
い
て

（
1
）　

心
神
喪
失
と
は
、
一
般
に
、
精
神
の
障
害
に
よ
り
事
物

の
理
非
善
悪
を
弁
識
す
る
能
力
が
な
く
、
又
は
そ
の
弁
識
に
従
っ

て
行
動
す
る
能
力
の
な
い
状
態
を
い
う
と
こ
ろ
、
本
件
各
保
険
契

約
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
被
保
険
者
の
脳
疾
患
、
疾
病
ま
た

は
心
神
喪
失
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
に
対
し
て
は
保
険
金
を
支

払
わ
な
い
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ
て
お
り
（
本
件
特
約
条
項

等
）、
心
神
喪
失
免
責
が
疾
病
免
責
と
共
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
被
保
険
者
の
傷
害
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
と
し
て
も
、
疾
病
を
原
因
と
す
る
傷
害
と
並
ん
で
、

被
保
険
者
が
心
神
喪
失
に
よ
る
判
断
能
力
や
行
動
制
御
能
力
を
欠

く
状
態
に
あ
る
こ
と
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
傷
害
に
つ
い
て
は
、

短
さ
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
事
故
の
発
生
を
予
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
か
否
か
、
ま
た
、
予
見
で
き
た
場
合
に
、
そ
の
結
果
の

発
生
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
偶
然
性
の
要
件
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
こ
と
が
問
題
に
な
り
得
る
。
た
だ
し
、
本
件
各
保
険
契
約

で
は
、
…
被
保
険
者
の
重
過
失
に
よ
っ
て
支
払
事
由
が
生
じ
た
場

合
は
免
責
事
由
と
は
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
本
件
各
保
険
契
約
に

お
い
て
は
、
著
し
い
不
注
意
（
重
過
失
）
に
よ
る
事
故
招
致
で

あ
っ
て
も
、
…
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、
予
見
可
能
性
や
結
果
回
避
可
能
性
が
問
題
に
な
る
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
観
点
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。そ

こ
で
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
と
、
本
件
で
は
、

…
Ａ
に
お
い
て
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る

状
態
に
陥
る
こ
と
ま
で
予
見
し
な
が
ら
飲
酒
を
重
ね
て
い
た
も
の

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
中
国
の
地
方
に
お
け
る

宴
会
の
習
慣
等
…
を
も
併
せ
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
Ａ
が
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
状
態
に
陥
る
こ
と
を
回
避
し

よ
う
と
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
…
そ
の
酒
量
抑
制
の
努
力
が

奏
功
す
る
こ
と
な
く
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
又
は
こ
れ
に
類
す
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

（
六
四
二
）

嚥
下
能
力
や
気
道
反
射
の
低
下
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
意
識
が
清
明
な
状
態
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、

心
神
喪
失
状
態
に
あ
れ
ば
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
結
局
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
誤
嚥
事
故
は
、
Ａ

が
泥
酔
し
て
寝
込
ん
で
い
る
最
中
に
起
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
心
神
喪
失
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
原
因

と
な
っ
て
発
生
し
た
事
故
と
は
い
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

…（
3
）　

し
た
が
っ
て
、
争
点
四
に
関
す
る
Ｙ
ら
の
主
張
は
理
由

が
な
い
。」

四　

本
判
決
の
検
討

1　

吐
物
の
誤
嚥
が
傷
害
保
険
普
通
保
険
約
款
に
お
い
て
保
険

金
の
支
払
事
由
と
し
て
定
め
ら
れ
た
「
外
来
の
事
故
」
に
該
当
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
平
成
2
5
年
最
判
に
よ
っ
て
、
最
高

裁
の
立
場
が
明
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
保
険

者
が
飲
酒
を
伴
う
食
事
を
し
、
鬱
病
の
治
療
の
た
め
に
処
方
さ
れ

て
い
た
複
数
の
薬
物
を
使
用
し
た
後
に
目
を
覚
ま
し
、
そ
の
後
に

嘔
吐
し
吐
物
を
誤
嚥
し
て
窒
息
に
よ
り
死
亡
し
た
事
案
に
お
い
て
、

平
成
2
5
年
最
判
は
、
吐
物
の
誤
嚥
が
約
款
所
定
の
保
険
事
故
に

保
険
給
付
の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
心
神
喪
失
状
態

に
あ
る
者
は
、
意
識
し
な
い
う
ち
に
あ
え
て
自
ら
を
傷
害
が
発
生

す
る
危
険
性
の
高
い
状
況
に
置
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、

そ
の
危
険
が
実
現
し
て
生
じ
た
傷
害
に
つ
い
て
ま
で
保
険
給
付
の

対
象
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
の
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
…
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
け
る
心
神
喪
失
免
責
条
項
は
、

心
神
喪
失
と
発
生
し
た
保
険
事
故
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、

心
神
喪
失
で
あ
れ
ば
発
生
し
た
保
険
事
故
と
の
間
に
相
当
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
な
く
て
も
保
険
金
の
支
払
が
免
責
さ
れ
る
こ
と
を

定
め
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
…

（
2
）　

上
記
の
前
提
で
本
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
本
件
に

お
い
て
Ａ
に
つ
き
死
亡
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
吐
瀉
物
の
誤

嚥
事
故
は
、
Ａ
が
飲
酒
に
よ
る
一
時
的
な
心
神
喪
失
状
態
又
は
そ

の
影
響
が
残
存
し
て
い
る
状
態
の
下
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
嘔
吐
は
、
…

精
神
の
障
害
に
よ
り
事
物
の
理
非
善
悪
を
弁
識
す
る
能
力
が
な
い

こ
と
や
そ
の
弁
識
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
の
な
い
状
態
に
あ
る

こ
と
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
嘔
吐
に
続
い
て
生
じ
た
誤
嚥
は
、
一
般
に
咀
嚼
能
力
や

九
〇



泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
四
三
）

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
様
に
判
旨
に
批
判
的
な
見
解
が
多
く
示

さ
れ
て
い
る
（
植
草
桂
子
「
傷
害
保
険
の
外
来
性
要
件
│
飲
酒
後

の
吐
物
誤
嚥
事
故
に
関
す
る
2
つ
の
裁
判
例
を
め
ぐ
っ
て
│
」
保

険
学
雑
誌
6
2
1
号
1
9
2
頁
（
2
0
1
4
年
）、
土
岐
孝
宏

「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
7
0
4
号
1
1
3
頁
（
2
0
1
3
年
）、

潘
阿
憲
「
吐
物
誤
嚥
事
故
に
お
け
る
外
来
性
の
要
件
│
最
高
裁
平

成
2
5
年
4
月
1
6
日
判
決
を
中
心
に
│
」
生
保
論
集
1
8
7
号

1
2
1
頁
（
2
0
1
4
年
）
な
ど
）。
た
だ
、
理
論
的
に
問
題
が

あ
る
と
し
て
も
、
実
務
に
お
い
て
は
、
平
成
2
5
年
最
判
に
よ
っ

て
、
誤
嚥
は
、
気
道
閉
塞
物
が
何
で
あ
れ
、
常
に
傷
害
保
険
普
通

約
款
1
条
所
定
の
外
来
の
事
故
と
な
る
こ
と
が
（
判
例
変
更
が
な

さ
れ
な
い
限
り
）
確
定
し
た
こ
と
に
な
る
（
戸
出
・
前
掲
1
9
6
│

1
9
7
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
平
成
2
5
年
最
判
を
前
提
と
す
る

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
本
件
に
お
い
て
も
吐
物
誤
嚥
自
体
が
外
来
の

事
故
に
該
当
す
る
も
の
と
解
さ
ざ
る
を
得
ま
い
。

同
様
に
、
急
激
性
及
び
偶
然
性
の
要
件
に
つ
い
て
も
、
吐
瀉
物

の
誤
嚥
自
体
を
保
険
事
故
と
捉
え
る
か
ぎ
り
、
本
判
決
が
説
示
す

る
よ
う
に
、
誤
嚥
と
窒
息
死
と
の
間
に
時
間
的
間
隔
が
な
く
、
誤

嚥
は
故
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た

さ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
導
か
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

当
た
る
と
し
た
う
え
で
「
誤
嚥
は
、
嚥
下
し
た
物
が
食
道
に
で
は

な
く
気
管
に
入
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
、
身
体
の
外
部
か
ら
の

作
用
を
当
然
に
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
作
用
に
よ
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件
約
款
に
い
う
外
来
の
事
故
に

該
当
す
る
と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、
誤
嚥
に

よ
る
気
道
閉
塞
を
生
じ
さ
せ
た
物
が
も
と
も
と
被
保
険
者
の
胃
の

内
容
物
で
あ
っ
た
吐
物
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
様
で
あ
る
。」
と

し
た
。

本
判
決
の
原
審
で
は
、「
嘔
吐
中
枢
が
刺
激
さ
れ
た
た
め
に
Ａ

が
嘔
吐
し
た
と
こ
ろ
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
陥
り
意
識
低
下

な
い
し
気
道
反
射
の
低
下
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
吐
瀉
物
を
誤
嚥

し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
一
連
の
事
象
を
保
険
事
故
と
捉
え
て
、

外
来
性
の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決

は
、
審
理
係
属
中
に
出
さ
れ
た
平
成
2
5
年
最
判
に
基
づ
い
て
、

「
吐
瀉
物
の
誤
嚥
」
＝
「
外
来
の
事
故
」
と
捉
え
て
い
る
。

平
成
2
5
年
最
判
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
を
傷
害
保
険
で
い
う

外
来
の
事
故
に
含
め
る
の
は
不
自
然
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
」

（
戸
出
正
夫
「
傷
害
保
険
に
お
け
る
食
吐
物
誤
嚥
死
亡
事
故
の
外

来
性
」
石
田
満
（
編
）
保
険
判
例
の
研
究
と
動
向
2
0
1
4
・

1
9
6
頁
（
文
眞
堂
、
2
0
1
4
年
））
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て

九
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

（
六
四
四
）

作
用
で
あ
る
か
ら
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
つ
い
て
も
、
外
来

の
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
本
判
決
は
、
急
激
性
（
1
時
間

3
0
分
の
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
た
こ
と
）、
偶
然
性

（
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
飲
酒
し
て
い

た
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
）
に
つ
い
て
も
そ
れ
ら
を
肯
定
し
、

「
Ａ
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事

故
に
よ
っ
て
被
っ
た
身
体
の
傷
害
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
す

る
。本

判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
、
飲
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
）
に

つ
い
て
、
外
来
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
急

激
性
あ
る
い
は
偶
然
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
（『
新
種
保
険
の
査
定
実
務
│
傷
害

保
険
編
』
1
6
頁
（
保
険
毎
日
新
聞
社
、
1
9
8
4
年
）
は
「
大

学
の
ク
ラ
ブ
の
コ
ン
パ
で
酒
を
飲
み
過
ぎ
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
で
死
亡
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
急
激
性
あ
る
い
は
偶
然
性
の
要

件
を
満
た
さ
ず
担
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
）。

本
判
決
に
よ
れ
ば
、
多
量
の
飲
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
）
が

「
事
故
」
で
あ
り
、
当
該
事
故
（
多
量
の
飲
酒
）
に
よ
っ
て
被
っ

た
身
体
の
傷
害
が
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、

2　

以
上
の
と
お
り
、
平
成
2
5
年
最
判
を
前
提
と
す
る
か
ぎ

り
、
本
件
事
案
に
お
け
る
吐
物
誤
嚥
は
急
激
か
つ
偶
然
の
外
来
の

事
故
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
が
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
の
高
い
酒
で
乾
杯
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
、
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
原
審
の
よ
う
に
、
原
告

が
主
張
・
立
証
す
べ
き
保
険
事
故
の
内
容
の
一
部
を
構
成
す
る
の

で
は
な
く
、
抗
弁
（
疾
病
免
責
・
心
神
喪
失
免
責
）
事
由
と
し
て
、

保
険
者
が
主
張
・
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
（
最
判
平
成

一
九
年
七
月
六
日
民
集
6
1
巻
5
号
1
9
5
5
頁
）。

「
疾
病
」
に
つ
い
て
は
保
険
法
上
定
義
規
定
が
置
か
れ
て
お
ら

ず
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
山
下
友
信
＝
米
山
高
生

『
保
険
法
解
説
』
1
4
9
頁
〔
洲
崎
博
史
〕（
有
斐
閣
、
2
0
1
0

年
））
と
こ
ろ
、
本
判
決
は
、
疾
病
に
つ
い
て
、「
急
激
か
つ
偶
然

な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
身
体
の
傷
害
以
外
の
身
体
の
傷

害
を
い
う
」
と
す
る
海
外
旅
行
保
険
約
款
の
定
義
が
、
定
義
規
定

の
な
い
他
の
傷
害
保
険
契
約
に
お
い
て
も
妥
当
し
、「
単
に
『
病

気
』
と
い
う
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
る
と
解
す
べ
き
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
Ａ
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
が
、
疾
病
と
い
え
る
か
に

つ
い
て
、「
ま
ず
、
飲
酒
、
す
な
わ
ち
本
件
宴
席
に
お
け
る
高
濃

度
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
は
、
被
保
険
者
の
身
体
の
外
部
か
ら
の

九
二



泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
四
五
）

も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
す
る
見
解
（
石
田
満

（
編
）『
保
険
判
例
2
0
1
2
』
3
2
2
頁
〔
石
田
満
〕（
保
険
毎

日
新
聞
社
、
2
0
1
2
年
））
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
鑑
み

れ
ば
、
上
述
し
た
理
由
か
ら
、
一
般
論
と
し
て
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
を
「
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
身

体
の
傷
害
」
と
解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
任
意

に
大
量
の
飲
酒
を
し
て
体
調
の
異
常
を
来
し
た
場
合
に
は
疾
病
免

責
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
）
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
Ａ
が
職
務
を
遂
行
す
る

に
あ
た
っ
て
、
多
量
の
飲
酒
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
た
と
い
う
点
を
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う
が
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を

惹
起
し
た
多
量
の
飲
酒
が
、
被
保
険
者
に
よ
っ
て
、
任
意
で
は
な

く
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
下
で
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ

ば
、
当
該
飲
酒
を
「
事
故
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う

し
、（
回
避
可
能
性
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
）
偶
然
性

も
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
洲
崎
博

史
「
吐
物
誤
嚥
事
件
と
傷
害
保
険
に
お
け
る
外
来
性
」
損
害
保
険

研
究
7
4
巻
3
号
1
頁
（
2
0
1
4
年
）
は
「〔
大
学
の
新
歓
コ

ン
パ
等
で
一
気
飲
み
を
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
や
本
件
の
よ
う
な
場

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
急
激
性
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
偶
然

性
に
関
す
る
判
旨
は
的
を
射
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
判
決
は
、

Ａ
が
「
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
…
に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
…
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
を
継
続
し
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
を

も
っ
て
偶
然
性
を
否
定
す
る
が
、
約
款
の
構
造
上
、
偶
然
性
が
求

め
ら
れ
る
の
は
、「
身
体
の
障
害
」（
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
）
に

つ
い
て
で
は
な
く
、「
事
故
」（
多
量
の
飲
酒
）
に
つ
い
て
で
あ
ろ

う
。そ

も
そ
も
、
判
旨
は
、
多
量
の
飲
酒
が
、
い
か
な
る
理
由
に
お

い
て
「
事
故
」
に
該
当
す
る
と
い
え
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
社
会
通
念
上
、「
事
故
」
が
「
思
い
が
け
ず

生
じ
た
悪
い
出
来
事
。
物
事
の
正
常
な
活
動
・
進
行
を
妨
げ
る
不

慮
の
事
態
。」（
松
村
明
（
監
修
）『
大
辞
泉
（
第
二
版
）
上
』

1
5
8
2
頁
（
小
学
館
、
2
0
1
2
年
））
を
意
味
す
る
と
し
て
、

誤
嚥
が
事
故
に
あ
た
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
多
量
の
飲
酒
が

こ
れ
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

平
成
2
5
年
最
判
に
対
し
て
は
、
向
精
神
薬
を
服
用
し
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
る
中
枢
神
経
抑
制
作
用
の
下
、
精
神
機
能
、
知
覚
、

運
動
機
能
等
の
低
下
現
象
の
も
と
で
の
吐
物
誤
嚥
に
よ
る
死
亡
の

原
因
は
「
い
わ
ば
病
気
（
疾
病
）
に
比
肩
し
得
る
状
態
に
あ
っ
た

九
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

（
六
四
六
）

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

3　

従
来
、
裁
判
例
に
お
い
て
、
心
神
喪
失
免
責
が
認
め
ら
れ

て
き
た
の
は
、
心
神
喪
失
が
傷
害
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
事
例

（
違
法
薬
物
に
よ
り
、
精
神
に
障
害
を
来
し
て
、
路
上
で
横
臥
し
、

普
通
貨
物
自
動
車
に
ひ
か
れ
死
亡
し
た
事
例
（
東
京
高
判
平
成

二
〇
年
九
月
二
四
日
交
民
集
4
1
巻
5
号
1
1
7
1
頁
）
な
ど
）

に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
、
免
責
条
項
の
趣
旨

に
鑑
み
て
、
そ
の
適
用
は
否
定
さ
れ
て
き
て
お
り
（
簡
易
生
命
保

険
約
款
2
条
2
号
が
規
定
す
る
精
神
障
害
免
責
条
項
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
大
阪
地
判
平
成
一
八
年
一
一
月
二
九
日
判
タ
1
2
3
7

号
3
0
4
頁
は
、「
被
保
険
者
が
精
神
疾
患
等
に
よ
り
精
神
障
害

の
状
態
に
あ
る
場
合
に
、
そ
の
影
響
下
で
、
自
ら
事
故
を
招
い
た

場
合
に
、
免
責
と
な
る
趣
旨
で
規
定
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が

相
当
」
と
し
て
、
免
責
を
否
定
し
て
い
る
）、
本
判
決
も
、
こ
れ

ら
の
先
例
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。
本
件
誤
嚥
事
故
が
、

心
神
喪
失
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
直
接
の
原
因
と
し
て
発
生
し
た

も
の
と
評
価
で
き
な
い
以
上
、
心
神
喪
失
免
責
条
項
を
適
用
す
べ

き
で
は
な
く
、
判
旨
は
妥
当
で
あ
る
。

4　

な
お
、
実
務
に
お
い
て
は
、
約
款
の
改
正
に
よ
っ
て
、
従

来
、
争
い
に
な
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
入
浴
中
の
溺
水
」
や
「
誤

合
が
〕
傷
害
に
あ
た
ら
な
い
と
の
結
論
は
、
一
般
社
会
な
い
し
一

般
消
費
者
が
傷
害
保
険
契
約
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
イ

メ
ー
ジ
│
お
そ
ら
く
は
『
何
ら
か
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
予
期
せ
ぬ

事
故
）
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ

ろ
う
│
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
）。

本
判
決
も
、（
傍
論
で
あ
り
「
判
旨
」
に
お
い
て
引
用
し
な

か
っ
た
が
）「〔
本
件
事
案
に
お
い
て
は
〕
特
殊
な
事
情
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
単
に
私
的
な
酒
席
で
自
ら
の
嗜
好
に
任

せ
て
多
量
の
飲
酒
を
し
て
泥
酔
し
た
と
い
う
事
件
と
は
、
事
案
を

異
に
す
る
と
い
う
べ
き
」
と
し
て
、
本
件
事
案
と
任
意
に
よ
る
多

量
の
飲
酒
の
事
案
と
を
区
別
し
、
前
者
の
事
案
の
特
殊
性
を
強
調

す
る
こ
と
で
、
そ
の
結
論
の
妥
当
性
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、

本
判
決
の
理
論
構
成
に
よ
れ
ば
、（
重
過
失
免
責
の
な
い
本
件
各

保
険
契
約
の
下
で
は
）
前
者
の
み
な
ら
ず
、
後
者
の
事
案
で
あ
っ

て
も
、
疾
病
免
責
の
抗
弁
が
斥
け
ら
れ
う
る
と
い
う
結
論
を
導
く

こ
と
と
な
り
、
そ
う
な
る
と
、
Ｙ
ら
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
保
険

料
の
高
騰
を
招
き
、
契
約
者
全
体
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
の
と
お
り
、
半
ば
強
制
的
に

多
量
の
飲
酒
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
「
事
故
」
と
評

価
し
、
当
該
事
故
の
偶
然
性
を
肯
定
す
る
と
い
う
理
由
づ
け
を
す

九
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泥
酔
中
に
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
保
険
者
に
よ
る
免
責
の
抗
弁
が
否
定
さ
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
六
四
七
）

嚥
性
肺
炎
」
を
補
償
対
象
外
と
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。
訴
訟
に
時

間
と
費
用
を
費
や
す
の
は
、
保
険
者
に
と
っ
て
も
契
約
者
に
と
っ

て
も
無
益
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
て
ん
補
範
囲
の
曖
昧
な
部
分
が

明
確
化
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
改

正
の
方
向
性
と
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
て
ん
補
範
囲
の
縮
小
だ

け
で
な
く
、
保
険
料
の
調
整
に
よ
っ
て
危
険
担
保
を
拡
張
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
（
戸
出
・
前
掲
2
0
0
頁
は
「
疾
病
保
険
と
の

境
界
は
重
な
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
る
）。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
傷
害
保
険
は
、
約
款
立
法
技
術
上
も
、
保
険
設
計
上

も
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
脱
皮
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
戸

出
・
前
掲
2
0
0
頁
）。

九
五
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